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■ 

対
象
事
業

　

鹿
追
町
に
住
所
を
有
す
る
個
人
お
よ
び
団

体
が
、
お
お
む
ね
次
の
事
業
を
主
宰
し
実
践

す
る
場
合
に
、
助
成
対
象
と
な
り
ま
す
。

① 

特
産
品
等
開
発
も
の
づ
く
り
事
業

　

地
場
の
農
畜
産
物
、
林
産
物
等
を
活
用

し
て
地
域
特
産
品
の
開
発
お
よ
び
生
産
加

工
を
行
う
た
め
の
施
設
整
備
費
な
ど
。

② 

講
師
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
招し

ょ
う
へ
い聘

事
業

　

地
域
的
、
社
会
的
、
行
政
的
課
題
、
あ

る
い
は
町
（
地
域
）
づ
く
り
に
寄
与
す
る

た
め
の
研
修
会
、
講
演
会
な
ど
を
外
部
か

ら
の
講
師
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
を
招
聘

し
実
施
。

■ 

助
成
内
容

① 

特
産
品
等
開
発
も
の
づ
く
り
事
業
　

　

事
業
費
の
３
分
の
２
以
内
で
30
万
円
を

限
度
に
助
成
。

② 

講
師
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
招
聘
事
業

�　

�

講
師
謝
金�

＝�

実
際
に
要
し
た
額
と
し

3
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

　

�

講
師
交
通
費�

＝�

公
共
交
通
機
関
に
よ
る

実
費
と
し
、
10
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

　

�

講
師
宿
泊
費�

＝�

宿
泊
が
必
要
な
場
合
、

実
際
に
要
し
た
額
と
し
、
１
万
円
を
限

度
と
し
ま
す
。

※��

助
成
は
単
年
度
と
し
、
助
成
対
象
に
通

常
の
運
営
経
費
は
含
み
ま
せ
ん
。

■ 

助
成
期
限

　
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

■ 

助
成
申
請

　

助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
、
事
前
に
事

業
計
画
書
な
ど
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

提
出
し
て
い
た
だ
い
た
事
業
計
画
書
に

よ
り
助
成
の
可
否
を
決
定
し
、
そ
の
後
、

補
助
金
交
付
申
請
、
事
業
実
績
報
告
な
ど

の
手
続
き
が
あ
り
ま
す
。

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
財
政
課 

企
画
開
発
係
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こ
の
助
成
制
度
は
、「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
発
掘
と
育
成
」
を
念
頭
に
、

民
間
に
よ
る
独
自
性
の
あ
る
「
も
の
づ
く
り
活
動
事
業
」
お
よ
び
自
主
的
・

主
体
的
な
地
域
づ
く
り
活
動
と
し
て
行
う
「
研
修
会
・
講
習
会
な
ど
の
事

業
」
に
対
し
、
町
が
助
成
を
行
う
も
の
で
す
。

①  特産品等開発ものづくり事業
　　�事業費の３分の２以内、
　　�30万円が限度

②  講師、アドバイザー等招
しょうへい

聘事業
　　�講 師 謝 金�＝�３万円が限度

　　�講師交通費�＝�10万円が限度

　　�講師宿泊費�＝�１万円が限度

　平成 25 年３月 31 日まで

事前に「事業計画書」などの提出

が必要です。事業計画書の内容に

より助成の可否を決定します。

「
も
の
づ
く
り
活
動
」
と
「
研
修
会
・
講
習
会
な
ど
の
開
催
」
を
支
援
し
ま
す

鹿
追
町
地
域
力
創
造
事
業
費
助
成
制
度

助  成  内  容

申請・決定

有  効  期  限

　

平
成
24
年
11
月
23
日
か
ら
25
日
ま
で
の

３
日
間
、
町
内
の
小
学
６
年
生
10
人
が
東

京
都
台
東
区
な
ど
へ
の
派
遣
事
業
に
参
加

し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
町
内
の
児
童
が
日
常
生

活
で
は
経
験
で
き
な
い
都
会
で
の
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
集
団
行

動
に
よ
る
社
会
性
と
自
主
性
を
養
い
、
次

代
を
担
う
夢
と
希
望
の
あ
る
児
童
を
育
成

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
。
鹿
追
町

子
ど
も
宿
泊
体
験
交
流
協
議
会
（
会
長
・

𠮷
田
弘
志
町
長
）
が
今
年
度
初
め
て
実
施

し
ま
し
た
。
同
協
議
会
で
は
、
来
年
度
以

降
も
実
施
時
期
や
研
修
内
容
を
検
討
し
な

が
ら
、
さ
ら
に
は
台
東
区
内
の
児
童
と
の

交
流
事
業
が
で
き
る
よ
う
に
今
後
も
調
整

を
続
け
て
い
き

ま
す
。

　

な
お
、
今
回

の
派
遣
事
業
概

要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　

期
待
に
胸
を
弾
ま
せ
た
派
遣
児
童
10
人

が
町
民
ホ
ー
ル
に
集
合
し
ま
し
た
。
出
発

式
で
は
小
林
潤
教
育
長
が
「
東
京
で
は
し

っ
か
り
行
動
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
し

て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
。
派
遣
児
童
を
代

表
し
て
道
見
美
緒
さ
ん
が
抱
負
を
述
べ
ま

し
た
。

　

児
童
ら
は
、
搭
乗
手
続
き
や
保
安
検
査

な
ど
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
と
か
ち
帯
広

空
港
か
ら
空
路
東
京
へ
。
到
着
後
、
込
み

合
う
電
車
で
の
移
動
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、

初
日
の
研
修
先
は
児
童
が
一
番
楽
し
み
に

し
て
い
た
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
。
地
上

４
５
０
メ
ー
ト
ル
の
展
望
デ
ッ
キ
か
ら
日

中
と
夜
景
の
両
方
を
一
望
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
Ａ
・
Ｂ
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
の
一
日
研
修
で
、
あ
ら
か
じ
め
研
修
場

所
な
ど
を
児
童
が
話
し
合
い
決
め
た
も
の
。

Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、
ま
ず
「
雷
門
・
浅
草
寺
」

の
浅
草
方
面

へ
。
雷
門
を

く
ぐ
り
浅
草
寺

ま
で
の
仲
見
世

通
り
で
は
、
１

店
舗
ず
つ
お
土

産
を
物
色
し
た

後
、
午
後
か
ら

上
野
方
面
へ
向

か
い
国
立
科
学
博
物
館
、
上
野
動
物
園
な

ど
を
研
修
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
Ｂ
グ
ル
ー
プ
は
「
お
ば
け
階
段
」

を
見
た
後
、
浅
草
方
面
へ
。
連
休
中
日
と

あ
っ
て
昼
に
は
仲
見
世
通
り
と
周
辺
は
観

光
客
で
大
賑
わ
い
で
し
た
が
、
計
画
ど
お

り
研
修
を
実
施

す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ

の
日
は
鎌
倉

時
代
に
創
建

さ
れ
た
都
内

有
数
の
古
寺

で
あ
る
天
王

寺
で
宿
泊
。

寺
で
は
副
住

職
か
ら
「
略
食
事
作
法
に
つ
い
て
」
の
お

話
や
布
団
の
準
備
や
食
事
の
後
片
付
け
な

ど
生
活
体
験
を
し
ま
し
た
。
夕
食
後
に
は

全
員
で
近
く
の
銭
湯
へ
。
入
浴
マ
ナ
ー
を

事
前
に
研
修
し
、
自
宅
と
は
違
う
公
衆
浴

場
で
の
入
浴
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
、
起
床
後
に
本
堂
で
座
禅
体

験
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
は
じ
め
に
住
職
か
ら

「
こ
の
寺
の
歴
史
は
時
の
政
治
と
深
い
関

係
が
あ
る
」
と
の
お
話
を
い
た
だ
い
た
後
、

座
禅
時
の
姿
勢
や
呼
吸
方
法
な
ど
の
説
明

と
約
15
分
間
の
座
禅
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

羽
田
空
港
か
ら
鹿
追
町
へ
の
帰
路
に
つ

い
た
一
行
は
、
保
護
者
や
学
校
関
係
者
の

方
々
が
待
つ
町
民
ホ
ー
ル
へ
到
着
。
解
散

式
で
は
副
代
表
の
菊
池
愛
奈
さ
ん
が
派
遣

事
業
で
の
感
想
を
述
べ
、
３
日
間
の
派
遣

事
業
を
終
了
し
ま
し
た
。

東京スカイツリー展望台

浅草寺の香炉（Ａグループ）浅草寺の雷門（Ｂグループ）

天王寺に宿泊・座禅体験

都内移動（東京モノレール）

『
東
京
で
座
禅
体
験
し
た
よ
』

～  

東
京
都
台
東
区
へ
児
童
10
人
を
派
遣  

～

１
日
目
（
23
日
）

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
か
ら
都
内
を
一
望

２
日
目
（
24
日
）

下
町
・
浅
草
な
ど
で
自
主
研
修

３
日
目
（
25
日
）

座
禅
体
験
し
帰
路
へ

広報しかおい2013.1 広報しかおい2013.1


